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当 社 は 国 連 が 提 唱 す る 「 持 続 可 能 な 開 発 目 標 ( S D G s ) 」 に 賛 同 し 、
積 極 的 な 取 り 組 み を 通 じ て 持 続 可 能 な 社 会 の 実 現 に 貢 献 し て ま い り ま す 。

S D G s と は
S u st ai n a bl e D e v el o p m e nt G o al s （ 持 続 可 能 な 開 発 目 標 ） の 略 。 持 続 可 能 な 社 会
を つ く る た め に 、 世 界 が 抱 え る 問 題 を 1 7 の 目 標 と 1 6 9 の タ ー ゲ ッ ト に 整 理 し た
も の （ 2 0 1 5 年 ９ 月 に 国 連 で 採 択 ） 。 2 0 3 0 年 ま で に 、 政 府 、 企 業 、 地 域 社 会 の
あ ら ゆ る 人 が 、 S D G s を 実 現 す る た め の 役 割 を 担 っ て い る 。

当 社 の S D G s へ の 貢 献

2 0 2 3 年 ７ 月 ３ 日

株 式 会 社 ス ク エ ア ク ロ ス

代 表 取 締 役 田 中 秀 幸

恒 久 的 な 平 和 の 実 現
原 爆 ド ー ム は 広 く 人 類 へ 平 和 の メ ッ セ ー ジ を
伝 え る こ と の で き る 平 和 記 念 碑 で す 。
広 島 市 に 本 社 を 置 く 企 業 の 責 務 と し て 、
原 爆 ド ー ム の 保 存 に 貢 献 し て ま い り ま す 。

【 主 な 取 組 み 】

・ 広 島 市 の 「 原 爆 ド ー ム 保 存 事 業 」 へ の 寄 付

社 員 満 足 度 の 向 上
社 員 全 員 が 豊 か な 発 想 を も っ て 職 務 に 励 み 、
人 生 の 満 足 度 を 高 め ら れ る よ う 、 働 き や す い
職 場 環 境 を 実 現 し て ま い り ま す 。

【 主 な 取 組 み 】
・ 週 休 ２ 日 制 と 変 形 労 働 時 間 制 の 導 入 に よ る

勤 務 体 系 の 整 備
・ 福 利 厚 生 の 充 実 に よ る 働 く 環 境 の 整 備
・ 自 己 啓 発 の 支 援 に よ る 人 材 育 成 の た め の 環 境 づ く り

未 来 の た め に
未 来 が 明 る く な る よ う な 人 材 育 成 や
社 会 の 発 展 に つ な が る よ う な 事 業 活 動 を 通 し て 、
希 望 の 持 て る 未 来 づ く り に 取 り 組 ん で ま い り ま す 。

【 主 な 取 組 み 】

・ プ ロ グ ラ ミ ン グ 教 室 の 運 営 に よ る 論 理 的 な 思 考 が
で き る 次 代 の 人 材 育 成

・ 社 会 の 発 展 に つ な が る 意 義 の あ る 業 務 へ の 取 り 組 み

新 た な 価 値 の 創 造
お 客 様 の 商 品 や サ ー ビ ス に つ い て 、
新 た な 価 値 を 創 造 す る こ と で 、
世 の 中 に イ ノ ベ ー シ ョ ン を 起 こ し て ま い り ま す 。

【 主 な 取 組 み 】

・ 本 業 に よ る 経 済 発 展 へ の 貢 献
・ I S O 2 7 0 0 1 （ I S M S の 要 求 事 項 を 定 め た 認 証 取 得 の

た め の 国 際 規 格 ） の 取 得 と 継 続 的 な 更 新 に よ る 、
情 報 セ キ ュ リ テ ィ に 関 し て 適 切 に 安 全 管 理 措 置 を
講 じ た サ ー ビ ス の 提 供


